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公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
2023年度会員アンケート調査 集計結果
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＜JILS会員アンケート調査の概要＞

■目的
・会員のロジスティクスの現状・課題調査
・今後の事業展開に向けた顧客ニーズ調査
・ＪＩＬＳ活動の評価確認

■調査方法
メール案内、WEB回答方式

■調査期間
2023年12月5日（火）～12月20日(金)

■調査対象・回答状況
 調査対象：法人会員 登録者 2,054名
           個人会員 59名 ／ 計2,113名

 回収状況(括弧内は前年)：
有効回答数

317名(264名)／289社(247社)
回答率
15.4%(10.5%)／27.7%(26.1%)

※有効回答の定義
本調査では、回答者情報：業種、会社名、所属・役職、氏名、メー
ルアドレスのいずれかに記入のあった回答を有効回答とし集計対象
とした。

36.6%

36.3%

9.5%

6.6%

11.0%

回答者業種

製造業 物流業 流通業 サービス業 その他業種

n=317
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0.0%

2.5%

2.8%

5.0%

6.3%

6.6%

7.6%

7.6%

8.2%

12.0%

12.0%

12.3%

12.6%

13.9%

17.0%

17.7%

24.3%

25.6%

27.4%

47.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

⑲コロナ禍およびコロナ禍に起因する対応

⑥物流アウトソーシング

⑩ＥＣ等の流通チャネルへの対応

⑨グローバルロジスティクスの構築、整備

③リードタイム短縮

⑭リスクマネジメント、BCP

⑦コンプライアンス

⑰サプライチェーンにおける他社との連携等

⑱共同物流の推進

⑧安全・安心の仕組みと体制構築

⑯ロジスティクスやSCMを経営戦略にすること

⑤環境負荷軽減、SDGsへの対応

④在庫削減（資産圧縮）

⑪物流センター等でのオペレーション人材の確保

②物流品質管理

⑳物流の2024年問題への対応（ガイドライン対応含む）

⑮物流・ロジスティクス分野におけるDXへの対応

⑬人材の育成、HRM

⑫ドライバー不足への対応

①物流コスト適正化（物流コスト改善）

2023年度会員アンケート集計結果報告

１－１．ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題
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貴社もしくは物流・ロジスティクス・SCM部門において、ロジスティクスやSCMを推進するうえでの課題を３つまで、
お選びください。

n=317



0.6%

52.4%

28.7%

26.8%

57.3%

54.9%

13.4%

24.4%

20.7%

18.3%

57.9%

54.9%

40.9%

48.2%

54.3%

51.2%

57.3%

54.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑱不明

⑰ＫＰＩ設定・管理

⑯需給調整（生産計画や販売計画への関与）

⑮需要予測

⑭在庫管理、在庫政策

⑬物流関連協力企業の管理

⑫調達物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑪販売物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑩自社内物流（グローバル）の計画およびマネジメント

⑨調達物流（国内）の計画およびマネジメント

⑧販売物流（国内）の計画およびマネジメント

⑦自社内物流（国内）の計画およびマネジメント

⑥物流関連施設等の設備管理

⑤安全、品質、生産性などの業務管理

④物流関連情報システムの管理業務

③庫内管理・作業業務

②輸配送業務

①受発注業務

１－２．物流・ロジスティクス・SCM部門の担当業務
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門の担当業務をお選びください（複数選択可）。

n=164
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0.0%

24.0%

52.0%

63.3%

62.7%

42.0%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑦該当しない／不明

⑥物流はイノベーションや新しい産業の源泉である

⑤物流は環境やＳＤＧｓなど社会課題解決の鍵となる

④事業者や取引先による持続可能な物流構築が重要

③調達から販売を通じた自社の物流の全体最適が重要

②物流は協調領域であり、同業他社との連携が重要

①物流はコストであり、コスト削減が最優先事項

１－３．経営層における物流に対する認識
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社（主に経営層）における物流に対する認識について該当するものを、下記の選択肢からすべてお選びください
（複数選択可）｡

n=150
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1.3%

29.4%

26.9%

27.5%

22.5%

28.8%

58.8%

41.9%

22.5%

48.1%

30.0%

23.1%

45.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑬不明

⑫他部門に対する物流・ロジスティクス・ＳＣＭの説明会や研修等の実施

⑪情報システムの高度化やAI、IoTの活用

⑩環境負荷軽減・省エネルギー対策

⑨組織の見直し（労働力不足への対応含む）

⑧物流業務のペーパレス化、デジタル化

⑦物流オペレーション（輸配送）の改善

⑥物流オペレーション（保管・仕分け）の改善

⑤商品設計・包装の見直し

④物流システム・物流ネットワークの見直し

③顧客（販売先）との取引条件の見直し

②仕入先（調達先）との取引条件の見直し

①在庫削減・アイテム数の整理

１－４．過去1年程度に取り組まれた施策
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【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門が主導した、過去1年程度に取り組まれた施策をお聞かせください（複数選択
可）。

n=163
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36.5%

21.5%

29.2%

9.6%

0.4% 2.7%
①既に自動化・省人化に向けた投資を実施してい

る

②自動化・省人化に向けた投資計画を検討中であ

る

③自動化・省人化に向け検討しているが、具体的

な計画立案までは至っていない

④自動化・省人化について関心があるが、検討は

していない

⑤自動化・省人化の必要はない

⑥不明

１－５．自動化・省人化にむけた投資
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物流・ロジスティクス分野における労働力不足に対応するため、自動化・省人化等への投資についてお聞かせくださ
い（１つ選択）。

n=260
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１－６．サプライチェーン別課題

8

貴社の関わるサプライチェーンにおいて、課題がありましたらお聞かせください（自由記入）。

User Local,Inc

ワードクラウド：
スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が
名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表しています。
※スコア⇒その単語がどれだけ特徴的であるかを表しています。通常はその単語の出現回数が多いほどスコアが高くなります
が、 「言う」や「思う」など、どの文書にもよく現れる単語についてはスコアが低めになります。
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79.7%

19.6%

0.6%

①知っている

②知らない

③その他

２．荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン
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n=316

「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン」（2023年6月／経済産業
省・農林水産省・国土交通省）（以下ガイドラインと表記）について、お聞きいたします。

このガイドラインについて知っていますか（１つ選
択）。

ガイドラインにおける、物流管理統括者の選定につい
てお聞かせください（１つ選択）。

ガイドラインに即した「自主行動計画」の策定につい
てお聞かせください（１つ選択）。

トラック運送における下請取引についてお聞かせくだ
さい（１つ選択）。

26.6%

32.2%

27.1%

3.5%
8.5% 2.0% ①既に選定している

②現状選定していないが、今後選

定する予定

③現状選定しておらず、今後の選

定も未定

④現状選定しておらず、今後選定

する予定もない

⑤不明

⑦その他

n=119

12.0%

33.2%

29.3%

13.9%

7.7%
3.8% ①既に策定済み

②現在策定中、もしくは策定に向

け準備中

③今後策定に向け検討を開始する

予定

④策定の予定はない

⑤不明

⑦その他

n=208

58.5%
28.1%

4.7%

1.2% 7.5% ①直接の委託先は知っている

②直接の委託先の再委託先（2次）

を知っている

③直接の委託先の再再委託先（３

次）を知っている

④4次以上の下請を知っている

⑤不明

n=253
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３－１．物流・ロジスティクス分野におけるDXの課題
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n=316

物流・ロジスティクス分野におけるＤＸ（機械化・デジタル化を通じて物流のこれまでの在り方を変革すること）に
ついて、課題をお聞かせください（複数選択可）。

1.9%

15.0%

0.6%

58.0%

30.3%

47.8%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑦その他

⑥該当しない／不明

⑤物流DXについて感心がない、もしくはわからない

④物流ＤＸを推進する人材が不足している

③物流ＤＸ実装に向けた投資が難しい

②関連するサプライチェーンにおいて、標準化ができていない

①関連するサプライチェーンにおいて、物流DXを検討する場がない

2023年度会員アンケート集計結果報告



35.8%

19.3%

11.7%

5.7%

4.1%

19.3%

4.1%
①ロジスティクスKPIを導入し、生産性や

収益性の向上に活用している

②ロジスティクスKPIの導入を検討してい

る

③ロジスティクスKPIに興味はあるが、導

入の方法がわからない

④ロジスティクスKPIの導入は考えていな

い

⑤ロジスティクスKPIを知らない

⑥該当しない／不明

⑦その他

３－２．ＫＰＩ活用状況
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n=316

ロジスティクスＫＰＩ（key performance indicator）の活用状況をお聞かせください（１つ選択）。
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54.3%20.3%

14.6%

2.2% 1.6%
5.4% 1.6% ①重要な課題として認識しており、企業方針とし

てHPなどで公表している

②課題として認識しており、社内方針や社内の通

達として示されている

③課題として明示されていないが、社内で今後の

検討の必要性を感じている。

④（全社方針として、）聞いたことがない・明示

されていない

⑤不明

⑥該当しない

⑦その他

４．SDGsに関する取り組み状況
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n=315

SDGsに関する取り組み状況についてお聞かせください（1つ選択）。

貴社の物流・ロジスティクスの目標として設定しているゴールに該当するものを、選択肢からすべてお選びください
（複数選択可）。

34.4%
16.4%

19.5%
15.6%

49.6%
43.0%

24.2%
14.1%

34.8%
54.7%

57.4%
6.3%

32.0%
15.6%

37.9%
6.3%
7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

⑰パートナーシップで目標を達成しよう
⑯平和と公正をすべての人に

⑮陸の豊かさも守ろう
⑭海の豊かさを守ろう

⑬気候変動に具体的な対策を
⑫つくる責任、つかう責任

⑪住み続けられるまちづくりを
⑩人や国の不平等をなくそう

⑨産業と技術革新の基盤を作ろう
⑧働きがいも経済成長も

⑦エネルギーをみんなに。そしてクリーンに
⑥安全な水とトイレを世界中に
⑤ジェンダー平等を実現しよう

④質の高い教育をみんなに
③すべての人に健康と福祉を

②飢餓をゼロに
①貧困をなくそう

n=256
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1.0%

11.4%

4.9%

27.1%

28.1%

15.7%

21.9%

34.3%

31.0%

18.6%

15.7%

17.3%

32.4%

16.3%

21.6%

33.0%

51.0%

76.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

⑱その他

⑰該当しない

⑯不明

⑮特にない

⑭法および規制への対応

⑬世間から評価を得るため

⑫優秀な人材獲得のため

⑪サプライチェーンの最適化・ガバナンス

⑩将来的なリスクへの対応・管理

⑨既存事業の高度化

⑧新規事業・サービスの創出

⑦グローバル化への対応

⑥社内活性化（労働環境の改善）

⑤株主からの要請

④取引先からの要請

③社内ガバナンスの強化

②地域社会への貢献

①環境負荷の低減
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n=306

貴社および貴社の物流・ロジスティクス部門においてSDGs推進する動機（ねらい）に該当するものを選択肢からすべてお選びください

（複数選択可）。

2023年度会員アンケート集計結果報告
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1.0%
11.4%

4.9%
27.1%

6.2%
2.9%
3.3%

7.8%
7.8%

2.3%
2.6%

10.1%
2.0%

27.5%
13.7%

17.0%
6.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

⑰その他
⑯該当しない

⑮不明
⑭特になし

⑬始めるにあたってよい手引き（スタートアップマニュアル）がない
⑫SDGs活動の広報・PRの仕方がわからない（発信力不足）
⑪継続的に取り組む方法がわからない（PDCAを回せない）

⑩（ROI等の）経営指標と結びつけることができない
⑨自社の社員が理解できていない

⑧自社や自分の業務との関係性がわからない
⑦自社におけるSDGsの始め方がわからない

⑥取引先の協力が得られない
⑤取引先からの要請がない

④SDGs人材がいない
③投資する予算がない

②事業目標との紐づけができない
①自社戦略との関係性を見いだせない

14

n=306

貴社および貴社の物流・ロジスティクス部門におけるSDGsの達成に繋がる改善・改革の取り組みの概要・キーワードについてお聞かせくだ

さい（自由記入）。

貴社および貴社の物流・ロジスティクス部門において、SDGsに関する取り組みを行うにあたっての阻害要因を選択肢
からすべてお選びください（複数選択可）。

User Local,Inc
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2.2%
17.6%

6.6%
13.2%

9.9%
7.7%

4.4%
2.2%

30.8%
8.8%

39.6%
11.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

⑬その他

⑪不明

⑩特になし

⑨自社の既存の物流・ロジスティクスを変革するプロジェクトの企画・実施能力が不足しているため

⑧自社の生産・販売など関連部門取引先の個別要請に応えることが、自社の物流・ロジスティクスの強みであるた…

⑦自社が標準の策定に参画するよりは、策定された標準を利用しているため

⑥実施から得られる利益と比較して費用がかかりすぎると考えられるため

⑤実施に際して情報やノウハウの流出リスクがあるため

④実施のための人材不足のため

③実施のための経営能力不足のため

②実施のための組織体制の整備ができていないため

①自社の物流・ロジスティクスは、標準化への対応が必要ないため

42.8%

31.8%

10.9%

4.5%

2.5% 7.0% 0.5% ①自社内での標準化（レベル1）

②自社と直接の取引先での標準化

（レベル2）

③自社の関連するサプライチェー

ンでの標準化（レベル３）

④自社の属する業界を含めた標準

化（レベル4）

⑤複数の業界を横断した社会の持

続可能性を目指した標準化（レベ

ル5）
⑥不明

⑧その他

65.8%

17.7%

13.9%

2.6%
①実施している

②実施していない

③不明

⑤その他

５．標準化

15
n=91

n=266

貴社の物流・ロジスティクスにおいて「標準化活動」を実施してい

ますか（１つ選択）。

【標準化活動を実施している企業にお聞きいたします】

貴社の物流・ロジスティクスにおける「標準化活動」で、直近で

注力している範囲（レベル）についてお聞かせください（１つ選

択）。

n=201

【標準化活動を実施していない企業にお聞きいたします】

貴社の物流・ロジスティクスにおける標準化活動を実施しない理由をお聞かせください（複数選択可）。
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12.7%

45.8%

25.1%

16.0%

0.4% ①社内で用語の標準として採用しており、業務（プロセス設計や

資料作成、コミュニケーション、契約）に利用している。

②当該の用語（（JISZ0111）の存在は知っているが、業務に直接

的には利用していない。（参考に留まる。）

③当該の用語（JISZ0111）の存在を知らない。

④不明

⑥その他

1.1%

8.7%

0.8%

21.7%

53.6%

28.1%

38.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

⑧その他

⑥不明

⑤自社が業務プロセスを設計・見直すことはない。

④自社の既存の業務プロセスを参考にして都度設計している（参照する枠組み/文書はない）

③自社が策定した標準（社内標準・マニュアル）

②業界・コンソーシアム標準（「物流標準ガイドライン」など）

①公的標準（ISO・JISなど）

16n=275

n=263

貴社の物流・ロジスティクスの業務プロセスを設計・見直す際に参照している枠組み／文書をお聞かせください（複数選択可）。

貴社における日本産業規格の物流用語（JISZ0111：2006）の活用状況について教えてください（１つ選択）。

2023年度会員アンケート集計結果報告
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4.5%

25.6%

35.3%

82.7%

30.1%

66.2%

49.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑦不明

⑥処遇

⑤評価

④育成

③配置

②採用

①人事戦略、人材ビジョン（目指す人

材像）

3.2%

20.3%

34.8%

76.6%

36.7%

51.3%

60.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑦不明

⑥処遇

⑤評価

④育成

③配置

②採用

①人事戦略、人材ビジョン（目指す人

材像）

６．HRMの主な課題領域

17

n=158 n=133

【荷主企業の方のみお答えください】
貴社の物流・ロジスティクス・SCM部門のHRMに関する主な
課題領域をお聞かせください（複数選択可）。

【物流企業の方のみお答えください】
貴社のHRMに関する主な課題領域をお聞かせください（複
数選択可）。
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18.4%

13.3%

24.6%

7.8%

35.5%

0.3% ①全社的に取り組んで

いる

②取り組んでいる部門

がある

③検討中

④取り組む予定はない

⑤不明

⑦その他

11.4%

45.1%
27.0%

14.3%

2.2%
①知らない

②言葉は知っている

③概要を知っている

④内容を理解している

⑤人に説明できる

７．人的資本経営

18

n=315

「人的資本経営」についてお聞かせください。「人的
資本経営」をご存じですか（１つ選択）。

貴社の人的資本経営の取り組み状況についてお聞かせく
ださい（１つ選択）。

n=293
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60.4%
23.3%

8.5%

2.2%
3.7% 1.9%

①既に取り組んでおり、

成果も出ている

②取り組んでいるが、あ

まり成果が出ていない

③現在は取り組んでいな

いが、今後取り組む予定

④取り組んでいない

⑤不明

⑦その他

８．物流改善活動取り組み状況

19
n=270 n=262

物流改善活動への取り組み状況について、お聞かせくださ
い（どれか１つ）。

社内もしくはグループによる物流改善活動の成果発表会に
ついてお聞かせください（どれか１つ）。

39.7%

19.8%

32.1%

1.5%

5.0%
1.9%

①定期的に開催している

②不定期に開催している

③社内およびグループで

の発表会は開催していな

い

④これまで物流改善に取

り組んだことはない

⑤不明

⑥その他
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14.3%

9.6%

16.7%

25.7%

38.1%

13.2%

26.7%

25.0%

27.1%

18.7%

37.4%

3.0%

6.8%

10.0%

9.7%

2.2%

3.0%

6.8%

4.3%

9.7%

12.1%

31.9%

22.7%

5.7%

4.5%

0.0%

0.0%

1.5%

1.4%

3.0%

20.8%

25.8%

20.5%

25.8%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海外駐在員

新任・新人

中堅社員

中間管理職

経営幹部

サプライチェーン ロジスティクス グローバル パートナーシップ 物流機能 ＣＳＲ 組織・人材

９－１．人材育成における重点テーマ【荷主企業】

20

【荷主企業の方のみお答えください】
物流・ロジスティクス・SCM分野の人材育成について、以下に示す領域において課題と感じている箇所にチェックをお
願いします（複数選択可）。

n=140
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12.5%

16.7%

17.2%

24.8%

28.6%

5.4%

1.8%

5.5%

4.7%

10.9%

39.3%

3.5%

8.6%

6.2%

12.6%

5.4%

33.3%

23.4%

10.1%

2.5%

0.0%

2.6%

3.9%

2.3%

5.0%

5.4%

9.6%

17.2%

16.3%

5.9%

32.0%

32.5%

24.2%

35.6%

34.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海外駐在員

新任・新人

中堅

中間管理職

経営幹部

３ＰＬ／ロジスティクス／サプライチェーン パートナーシップ グローバル 物流機能 ＣＳＲ 営業 組織・人材

９－２．人材育成における重点テーマ【物流企業】

21

【物流企業の方のみお答えください】
貴社の人材育成について、以下に示す領域において課題と感じている箇所にチェックをお願いします（複数選択可）。

n=129
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18.2%

18.2%
63.6%

①届け先（着荷主）

②仕入れ先（発荷主）

③物流業務委託先

10.2%

9.0%

1.7%

62.7%

14.1%

2.3%

①社内で検討している

②取引先と検討してい

る

③共同配送等に向けて

同業他社と検討してい

る

④検討していない

⑤不明

⑥その他

10．大阪万博対応

22

n=177

【荷主企業の方のみお答えください】
大阪万博期間中の物流対策について検討状況をお聞か
せください（１つ選択）。

【荷主企業の方のみお答えください】
「②取引先と検討している」とお答えの方、取引先を
具体的にお聞かせください（１つ選択）。

n=22
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